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「大いに感じる」「ある程度感じる」
と回答した人は、計５９．５％です。

令和２年度eモニターアンケート第15回
市内在住・在勤・在学の1８歳以上の人に対し実施　　
回答者数：11９1人（全登録者1677人・回答率71．０％）

第２回新型コロナウイルス感染症に関する
市政アンケート結果（愛知県緊急事態宣言発令中の２月１０日～１７日に実施）

多くの人が「引き続き外食・旅行・イベント
の参加・外出全般を控える」と答えています。
「新しい生活様式」が定着してきており、緊急
事態宣言が解除されても即座にコロナ禍前の
ような日常生活には戻らないことが伺えます。

②緊急事態宣言解除後、
「生活スタイルはどう変わる
と思いますか」（複数回答）
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コロナ禍の生活で
「不安・負担に感じることは何ですか」
（複数回答）

詳細は市HPを参照問▶健幸=SDGs課（☎〈７１〉２２０４）

現在の状況として「感染や健康」への不安が１００１人と最も
多く、次いで「人との交流の制約」が７４９人でした。将来の
不安も同様の傾向を示していますが、特に、コロナ禍の
さらなる長期化により「収入や雇用」「差別・偏見・いじめ」
について不安を感じている人が多いことがわかります。

①感染症拡大以降、
「生活は苦しくなって
いると感じますか」

「すぐに接種したい」「いずれ接種した
い」人の割合は計68．５％で、全国的な
調査（時事通信２月世論調査）の７０．１
％に近い値となりました。ただし、「い
ずれ接種したい」の方が「すぐに接種
したい」より割合が高く、ワクチンの
接種に対する慎重な姿勢が伺えます。

[各意見の理由（抜粋）]
「すぐに接種したい」
不安を解消したい、基礎疾患が
ある

「いずれ接種したい」
医療従事者や高齢者等を優先し
てほしい、副反応が怖い

「接種したくない」
効果が不透明で副反応の情報が
不足している、必要ない

すぐに
接種したい
266
22.3%

いずれ接種したい
550
46.2%

147
12.3%

分からない
228
19.1%接種

したくない

③あなたは「ワクチン接種を受けますか」
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新型コロナウイルス感染症に関する市からのお知らせ
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歳　出

前年度に比べ、安城市こども未来事業団への運
営委託料や総合福祉センターの改修費等により
民生費が大きく増加しているものの、名鉄新安
城駅の改修や北部学校給食共同調理場の移転建
設等の大型事業が終了したため、土木費と教育
費が大幅に減少しています。また、新型コロナ
ウイルスワクチン接種事業に要する経費により
衛生費が大幅に増加しています。

歳　入

一般会計
歳入
677億
3,000万円

令和3年度当初予算は、市民の皆さんに生活の安心感と未来への希望を持っていただけるよう、新型コ
ロナウイルス感染症対策や公民連携、未来投資に係る予算を積極的に計上しました。目指す都市像「幸
せつながる健幸都市 安城」を推進するため、SDGsの視点も踏まえながら編成を行いました。

コロナ禍の影響による市内企業の業績悪化や、
それに伴う個人所得の減少等を見込み、市民税
のうち個人市民税は前年度比18億円減の121億
円、法人市民税は地方法人課税の見直しの影響
等も踏まえ、前年度比13億円余減の7億円余と
しています。また、税収の落ち込みを補填する
ため、財政調整基金からの繰入金を過去最大と
なる30億円としています。

後期高齢者医療の予算額が被保険者数の増加に伴い増額し
ている一方、安城桜井駅周辺特定土地区画整理事業は事業
進捗が終盤を迎えていることにより大きく減額しています。
特別会計全体では前年度比1.0％の減となっています。

一般会計の当初予算額は、前年度を43億7000万円下回る677億3000万円となりました。

水道事業は県水受水費や老朽管の布設替えに係
る工事費等を計上しており、前年度比3.4％減
の50億円余としています。下水道事業は県への
下水道維持管理費負担金や管路整備工事費を計
上しており、前年度比4.8％減の60億円余とし
ています。企業会計全体では前年度比4.2％の
減となっています。

会計名 予算額 前年度比
国民健康保険事業 137億9,700万円 －0.2％
土地取得 100万円 －33.3％
有料駐車場事業 2億3,200万円 －4.5％
安城桜井駅周辺特定土地区画
整理事業 12億6,000万円 －22.4％

介護保険事業 110億0,800万円 0.0％
後期高齢者医療 24億4,300万円 ＋5.3％

計 287億4,100万円 －1.0％

会計名 予算額 前年度比

水道事業 50億7,400万円 －3.4％

下水道事業 60億5,700万円 －4.8％

計 111億3,100万円 －4.2％

一般会計　市の運営の中心となる会計

令和３年度安城市のお金の使い道
特集２

問 ▼財政課（☎〈７１〉２２７５）

民生費
271億
1,249万円
（40.0%）

土木費
85億3,781万円(12.6%)

衛生費
75億2,227万円
（11.1%）

総務費
60億7,850万円
（9.0%）

公債費
31億4,975万円
（4.6%）

消防費
21億437万円（3.1%）

農林水産業費
13億7,578万円（2.0%）商工費

13億9,705万円（2.1%） 議会費
4億1,133万円（0.6%）
その他
2億872万円（0.4%）

その他
36億1,942万円（5.3%）

国庫支出金
96億2,830万円（14.2%）

県支出金
43億7,149万円
（6.5%）

繰入金
43億6,526万円
（6.4%）

地方消費税
交付金
42億円（6.2%）

諸収入
33億9,166万円
（5.0%）

繰越金　15億円（2.2%)
市債
16億円（2.4%)

市税
350億
5,387万円
（51.8％）

教育費
98億3,193万円（14.5%）

一般会計
歳出
677億
3,000万円

特別会計 保険料や使用料等、事業内で独自の収入
があるものに係る会計 企業会計 公共の利益を目的に経営する

企業に係る会計
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第８次総合計画「幸せつながる健幸都市 安城」の５つの分野と行財政運営に分けて、主な事業を紹介します。

コロナ禍で影響を受
けている事業者を支
援するため、プレミ
アム率20％の「安城
プレミアム商品券」
「安城プレミアム建設券」を発行します。また、子育て
世帯を応援するため、18歳以下の子どもに対し一人
１万円分の商品券を無償配布します。

新型コロナウイルスワクチン接種事業
【10億3149万円】

防犯カメラ設置推進事業	 【2766万円】

安城プレミアム商品券発行事業
【６億5150万円】

新型コロナワクチン
接種を、高齢者から
順次実施します。ワ
クチンの確保状況や
医療機関との調整に
よって、個別接種と
集団接種を組み合わ
せて実施します。

市民生活の安全安心を確
保するために、駅や通学
路の周辺等に防犯カメラ
を100台設置します。市
内の防犯体制を強化する
とともに、市民の防犯意
識の向上を図り、犯罪抑
止に努めます。

井杭山住宅建設事業	 【3億7709万円】
老朽化の著しい井杭山住
宅を、鉄筋コンクリート
造５階建の住宅へ建て替
えます。新住宅は、単身
高齢者世帯の増加等、社
会情勢の変化を考慮し、
本市の市営住宅では初め
て１DKの住戸タイプを用意します(令和５年度入居)。

その他の主な事業　◦健康づくり環境整備事業【853万円】

その他の主な事業
◦自転車乗車用ヘルメット購入費補助事業【500万円】
◦廃棄物エネルギー利活用検討事業【1034万円】

その他の主な事業
◦ケンサチプロモーション事業【1000万円】
◦食料・農業・交流推進事業【2800万円】
◦地産地消・乾杯条例推進事業【350万円】

国際・全国大会推進活動事業	 【3432万円】

市内中小事業者が取り組む、
人材育成や感染症対策のため
の新製品開発等に要する費用
を補助します。また、従来の
展示商談会に代わるWEB展
示場の開設やビジネス交流会
実施等の費用等を補助し、企
業間の連携を支援します。

がんばる中小企業応援事業
【5887万円】

国際・全国レベルのスポ
ーツ大会や合宿を誘致す
ることで、市民が間近で
トップレベルの試合を見
る機会を創出します。「み
るスポーツ」を推進する
とともに、スポーツを通
じて本市の魅力を発信し
ます。

◦生活道路新設改良事業（市道新切天白線）【1750万円】
◦�交差点改良事業（市道長根東山ノ田線・北歌口八幡
線）【8000万円】

◦�三河安城駅周辺パワーアップ再生プロジェクト推進
事業【1000万円】
◦三河安城駅南地区土地区画整理支援事業【4750万円】
◦南明治地区土地有効活用事業【3億8020万円】

※完成イメージ図

〈新製品開発例〉
シリコン製透明マスク

全国大学選抜女子ソフト
ボール選手権大会の様子

イメージ

健 康

環 境

経 済

集団接種
シミュレーションの様子

令和３年度の主な事業
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Aスクール運用事業　【3億6556万円】
児童生徒に１人１台タブレット端末を貸与することにより、誰
ひとり取り残すことのない学びを実現するとともに、教育環境
のICT化を推進します。タブレットはデジタル教材の利用、タ
ブレットを通じた宿題等の配布、家庭と学校をつなぐ連絡ツー
ルとして活用します。

ICT推進事業（自治体DX推進事業）
【6948万円】

マイナンバーカードを用いて、オンラインで各種証明
書の交付申請や手数料の支払い等ができる環境を整備
します。さらに、スマートフォン等を使い簡単な質問
に答えることで、転入等の際に必要な手続き・持ち物
を調べることができる「手続き案内サービス」を導入し、
市民サービスの向上を目指します。また、市職員のテ
レワーク環境の整備等、DX（※）の推進に取り組みます。
※DX(デジタル・トランスフォーメーション)…デジ
タル技術を活用して行政サービスを変革すること

その他の主な事業　◦公民連携事業【2150万円】

その他の主な事業
◦小中学校屋内運動場等建具改修事業【４億4100万円】
◦民間保育所等支援事業【37億2594万円】
◦母子手帳アプリ事業【132万円】

大学生緊急奨学支援金支給事業　　【１億500万円】
コロナ禍で家計収入が激減する等、高等教育の修学機会が失わ
れる恐れのある世帯に経済的な支援を行います。大学院、大学、
短期大学、専門学校等に在学する本人を対象に、15万円を支給
します。

使用済み紙オムツ回収・処分事業
【848万円】

公立保育園・事業
団保育園において
使用済み紙オムツ
を園で回収・処分
することにより、
保護者と保育士の
負担を軽減します。
民間園においても
対応できるよう、
補助金を交付しま
す。

おくやみ窓口設置事業	 【218万円】
死亡届出後に必要
となる多岐に渡る
市役所での手続き
が、できる限りワ
ンストップででき
るおくやみ窓口を
設置します。各課
窓口への移動の手
間や、手続漏れを
防ぎ、遺族の負担軽減を図ります。

◦スクールサポートスタッフ活用事業【3843万円】
◦�錦町小学校校舎増築・錦町児童クラブ建設事業【3
億3985万円】

◦北部学校給食施設整備事業【２億6372万円】

高齢者(要介護・要支援認定者)	 	
一般タクシー助成事業	 　		【757万円】
日常在宅生活において、外出目的に適した移動手
段が乏しい要介護・要支援認定高齢者を対象に、
500円のタクシー利用助成券を、年間最大36枚交
付します。通院・買い物・地域活動等の多様な外
出ニーズに対応するとともに、要介護状態の改善
や介護予防へとつなげ、在宅生活の充実を図りま
す。

その他の主な事業
◦手作りハザードマップ作成支援事業【320万円】
◦多世代住宅支援事業【3000万円】
◦愛知県消防操法大会運営事業【870万円】
◦地区防災計画策定支援事業【300万円】

総合福祉センター改修事業　			【3億7927万円】
老朽化した建物の改修
と、空調や照明設備等
の更新を行います。併
せて、総合福祉センタ
ー内に高齢者生きがい
センターを移設し、施
設の有効利用を図るとともに、利用者の施設間交流による
就労や生きがいづくりを促進します。

◦防災ラジオ配布事業【836万円】
◦�読書活動推進事業（第3回安城市新美南吉絵本大賞）
【158万円】
◦国史跡本證寺境内保存活用整備事業【615万円】

行 財 政 運 営

こ ど も

き ず な


